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(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

全
国
初
の
こ
こ
ろ
み

『
ふ
る
さ
と
帰
り

招
待
会
』

今
年
は
、
全
国
で
初
め
て
の

ろ
み
で
あ
る
、

ふ
る
さ
と
帰
り
招
待

会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
東
京
魚
津

会
の
ご
一
行

ω名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た

8
月
7
日
8
日
9
日
と
く
り
ひ
ろ

げ
る
魚
津
ま
つ
り
の
催
し
物
を
観
覧

さ
れ
、
市
勢
の
進
展
に
つ
い
て
座
談

会
が
持
た
れ
、
異
郷
か
ら
見
た
魚
津

市
の
あ
り
か
た
な
ど
に
つ
い
て
多
数

の
ご
意
見
が
あ
り
有
意
義
な
も
よ
お

し
と
な
り
ま
し
た

企
写
真
は
ふ
る
さ
と
の
味

蝶
六
お
ど
り
町
流
し

8
月
8
日
よ
る
撮
影
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経
田
小
学
校
改
築
工
事
、
総
ゐ
日
体
育

館
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
丞
認

7
月
臨
時
市
議
会
は
、
幻
日
午
前
日

時
に
開
催
さ
れ
、
会
期
を
一
日
と
定
め
、

昭
和

ω年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ

び
市
立
経
団
小
学
校
改
築
工
事
(
第
3

期
工
事
)
請
負
契
約
の
締
結
承
認
な
ら

び
に
総
合
体
育
館
建
設
工
事
請
負
契
約

締
結
承
認
の
三
議
案
が
一
括
提
案
さ
れ

清
河
市
長
の
提
案
理
由
の
説
明
の
あ
と
、

満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

5まο給~
学校給食センターが完成

2学期から給食を開始

O

総
工
費
一
億
一
千
六
十
五
万
円
で
完
成

市
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内

川
縁
で
昨
年
日
月
に
着
工
し
、
こ
の
ほ

ど
全
工
事
を
完
成
し
ま
し
た
。

工
事
に
要
し
た
経
費
は
総
額
一
億
一

千
六
十
五
万
円
で
、
必
年
度
、

ω年
度

の
二
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
工
事
が
行
な
わ

れ
、
必
年
度
は
四
千
二
百
三
十
万
円
で

セ
ン
タ
ー
本
体
、
附
属
建
物
(
六
九
三

平
方
メ
ー
ト
ル
)
の
建
築
工
事
及
び
さ

く
井
工
事
を
、
今
年
度
は
六
千
八
百
三

十
五
万
円
で
厨
房
設
備
工
事
(
給
排
水
、

電
気
設
備
工
事
を
含
む
)
、
学
校
コ
ン

テ
ナ
ホ
ー
ム
設
置
工
事
、
配
送
車
の
購

入
、
管
理
棟
改
装
工
事
、
構
内
舗
装
工

事
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

砂
完
成
し
た
セ
ン
タ
ー
の
内
部

hv
て
ん
ぷ
ら
あ
げ
器

。
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
完
全
給
食
実
施

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
各
学

校
で
実
施
じ
て
き
た
学
校
給
食
(
副
食

調
理
)
を
一
ヶ
所
で
統
轄
し
、
総
合
調

理
し
て
各
学
校
ま
で
配
送
す
る
業
務
を

行
な
い
ま
す
。
ま
た
市
内
の
中
学
校
は

従
来
ミ
ル
ク
給
食
の
み
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、

9
月
か
ら
は
市
内
義
務
教

育
諸
学
校
全
部
に
つ
い
て
、
待
望
の
完

全
給
食
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。d

司
滅
菌
室
の
内
部

O

一
日
七
千
食
を
調
理

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
能
力
は

一
日
七
千
食
分
で
対
象
校
は
一
七
校
、

対
象
人
員
は
六
千
九
百
人
余
と
な
っ
て

お
り
、
年
聞
の
給
食
日
数
は
約
二
百
日

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

惨
コ
ン
テ
ナ
ー
配
送
車

-給食開始 (予定)月日 昭和49年9月5日
・調 理能力 7，000食分
-対 象校 及び人 員 17校 6，922人

幼稚園 2園 250人

小学校 13校 4，621人(分校 1) 
中学校 2校 2，020人
その他 31人

・年間給食予定日数約200日

-配 送 車コンテナー専用輸送車4台

( 1台でコンテナー5ヶ積込)

・コンテナー数 42ヶ

4学級用

6学級用

給

食

の

概

要

公
布
さ
れ
た
規
則

7
月

η
日
1
8
月
別
日

O
魚
津
市
職
員
の
市
内
出
張
手
当
支
給

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

O
魚
津
市
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

。
魚
津
市
公
印
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

.tI::. 
t:I 

万三
7
月
口
日
1
8
月
初
日

O
魚
津
市
議
会
臨
時
会
の
招
集

O
予
算
の
公
表
に
つ
い
て

O
給
食
運
営
委
員
会

こ
れ
ら
学
校
給
食
運
営
の
円
滑
と
公

正
を
期
す
る
た
め
、
学
校
側
九
人
、

P

T
A
代
表
三
人
、
学
識
経
験
者
三
人
計

一
五
人
の
構
成
に
よ
る
魚
津
市
学
校
給

食
運
営
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、

学
校
給
食
の
健
全
な
る
発
展
に
多
大
の

努
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

2 

4

司
給
食
輸
送
用
コ
ン
テ
ナ
ー



• 

9
月
刊
日
午
後
8
時
に
は
、
サ
ノ

レ
ン
を
吹
鳴
し
、
大
火
を
相
定
し
)
、
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

9
月
7
日
は
防

災

の

日

9
月
刊
日
は
魚
津
市
大
山人の
日

地
震
が
起
き
た
ら

ωす
ば
や
く
火
の
仕
末

ωあ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出
さ
ず
、
ま

ず
丈
夫
な
家
具
な
ど
に
身
を
寄
せ
る

ω1分
過
ぎ
た
ら
ま
ず
安
心

凶
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火

問
避
難
は
徒
歩
で
、
持
物
は
最
小
限
に

ω狭
い
路
地
、
へ
い
ぎ
わ
、
が
け
や
川

べ
り
に
近
寄
る
な

間
山
津
波
、
が
け
く
ず
れ
に
注
意

側
海
岸
で
は
津
波
、
低
地
で
は
浸
水
に

注
意

附
余
震
を
恐
れ
ず
デ
マ
に
迷
う
な

側
秩
序
を
守
り
、
衛
生
の
注
意

広報うおづ

第3種郵便物混可

49. 9. 1 

台
風
が
近
づ
い
た
ら

V
窓
や
雨
戸
な
ど
は
、
く
ぎ
や
、
か
す

が
い
な
ど
で
止
め
る
か
、
板
な
ど
を

あ
て
て
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

V
煙
突
、
看
板
、
へ
い
な
ど
強
風
で
飛

ば
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
、

針
金
な
ど
で
十
分
補
強
し
て
お
き
ま

'しょ、っ
。

V
山屋
地
の
付
近
や
川
べ
り
の
人
は
、
大

雨
が
続
く
と
地
盤
が
ゆ
る
み
、
崖
く

ず
れ
や
洪
水
の
危
険
が
あ
る
の
で
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

『
風
』
台
風
で
あ
る
場
合
の
心
得

食
事
は
早
目
に
す
ま
せ
、
火
気
を
使

用
し
な
い
よ
う
充
分
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。
海
岸
は
、
高
波
に
充
分
注
意
し

キ
今
し
ょ
、
っ
。

『
雨
』
台
風
で
あ
る
場
合
の
心
得

市
内
の
各
河
川
が
は
ん
ら
ん
し
、
洪

水
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

溜
池
や
、
堤
防
の
警
戒
を
厳
重
に
し
、

危
険
カ
所
を
発
見
し
た
場
合
は
、
直
ち

に
市
役
所
建
設
課
、
も
し
く
は
最
寄
り

の
連
絡
所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
は
l

H

老
人
、
幼
児
、
病
人
な
ど
の
い
る
家

庭
で
は
安
全
な
場
所
へ
早
め
に
H

4
司

S
引
・

9
・
川
の
よ
じ
ん
さ
め
串
ら
ぬ
大
火
の
市
街

価格引き 上げ事前了承制品目(価格凍結)のう

ち‘即席めん、しょうゆ、バター、脱脂粉乳等の

価格凍結が 8月 9日解除されました。 これは最近

需給が緩和し値上がりの心配がなくな ったためで

す。 しかし、砂糖、食用油、小麦粉、農薬等は、

なお凍結品目として残されております。

今回の調査では、 7月に価格改定のあった砂糖

を始め、食用油、味の素等に値上が りが認められ

ました。

守、t
d
E!
9
月
l

H
月
実
施
!

全
国
消
費
実
態
調
査
に
協
力
を

年
と
と
も
に
う
つ
り
か
わ
る
消
費
実

態
を
詳
し
く
調
べ
る
た
め
に
、
総
理
府

統
計
局
で
は
、
M
年
か
ら

5
年
ご
と
に

全
国
消
費
実
態
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
「
く
ら
し
の
国
勢

調
査
」
と
も
呼
ば
れ
る
程
の
大
切
な
調

査
で
す
。

今
年
の

9
月
、
叩
月
、

日
月
に
、
全

国
か
ら
選
ば
れ
た
約
5
万
の
世
帯
に
つ

い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
わ
た
く
し

た
ち
の
く
ら
し
の
設
計
に
家
計
薄
が
必

要
な
よ
う
に
、
国
全
体
の
生
活
設
計
に

も
全
国
消
費
実
態
調
査
が
必
要
に
な
る

わ
け
で
す
。
豊
か
な
明
日
の
生
活
を
築

く
た
め
に
全
国
消
費
実
態
調
査
に
、
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

LPガス (10kg) 1，500円に
LPガスの新標準価格が、現行価格(10kg1，300

円)より約20%高の1，500円に決まり， 8月20日か

ら実施されることになりました。
V下の表 中O印は毎月 15日調査の 6)苫の平均価格で す 。

口Eコ口 目 メ カ 口a=I口 名 ~ョ・ヨョ~ 量 6月平均 7月平均 8月平均
8月における
最低一最高

相P キ~M 臼 来庁 カ ‘Y プ 1 kg 194円 200円 235円 220-240円

し よ つ t由 キ y コマン キ ッ コマン 1 Q 213 214 217 210-225 

食 用 t由 l沫 グ〉 紫 天ぷ ら t自 450 g 137 146 151 148-155 
11 11 →ナ フ ダ油 1，650 g 600 672 657 630-680 

変 暗号〉 日 a司1:-1:. フ フ ワー 1 kg 130 130 129 125-135 

即席 メ ン 同月 星 明 星 18 番 100 g 47 44 43 35- 48 

乾 ゲコ ん 日 清食品 J令麦日清No.1 250 g 54 54 53 45- 58 
み そ 日本海みそ 雪ちゃんこうじみそ 1 kg 235 235 236 230-240 
J 、、' タ 一 雪 印乳業 ヰヒ S毎 道 225 g 227 227 223 215-230 

マーガリン 11 雪 印ソフト 225 g 150 169 170 168-175 

グルタ ミン酸ソーダー l床 グ〉 素 味 σ3 紫 90 g 150 151 169 165-175 

食 酢 、、、 、ソ カ ン 、、、 、ソ カ ン 500mQ 105 105 104 95-115 

白ち 紙 古 紙 700枚 185 190 195 180 -210 
.!I!. ち 紙 ちりめん 1，100枚 160 170 157 150-170 

トイレットペーパ 古紙55m4巻 220 207 205 190-210 

L P ガス 10kg 1，277 1，225 1，277 1 ， 140 - 1， 300 
灯 t自 18 e庖頭 600 600 600 -600 

11 200Q酉己 i童 6，716 6，771 6，771 6，500-7，000 

3 
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昭
和
的
年
度
就
学
義
務
猶
予
、
免
除
者
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
受
験
案
内

一
こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱

・
虚
弱

・
発
育
不
完
全
そ
の
他
や
む
を
え
な
い
事
由
一

一
の
た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す
る
こ
ど
が
で
き
ず
、
就
学
を
猶
予
ま
一

一
た
は
免
除
さ
れ
た
者
等
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
一

一
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行
な
う
試
験
で
、
認
定
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
高
一

一
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

一

川
受
験
資
格

昭
和
印
年
3
月
訂
日
ま
で
に
満
日
オ

以
上
に
な
る
者
で
次
の

ωωω
の
ど
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
で
す
。

①
現
在
義
務
教
育
の
猶
予
も
し
く
は

免
除
を
受
け
て
い

る
者
。
ま
た
は

以
前
に
受
け
た
者

②
旧
尋
常
小
学
校
ま
た
は
旧
国
民
学

富
山
県
電
気
機
械
器
具
製
造
業

最
低
工
賃
の
決
定

家
内
労
働
法
第
8
条
第
1
項
の
規

定
に
基
づ
い
て
、
富
山
県
電
気
機
械

器
具
製
造
業
最
低
工
賃
が
次
の
よ
う

に
決
定
さ
れ
、
昭
和
的
年
8
月
日
日

か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

L

適
用
す
る
家
内
労
働
者

富
山
県
の
区
域
内
の
家
内
労
働
者

で
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業
に
係
る

業
務
に
従
事
す
る
者
。

Z
適
用
す
る
委
託
者

前
号
の
家
内
労
働
者
に
電
気
機
械

器
具
製
造
業
に
係
る
業
務
を
委
託
す

る
委
託
者
。

校
へ
の
就
学
義
務
の
猶
予
ま
た
は

免
除
を
受
け
た
者

③
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
者
で
、
手
続
き
を
し
て
猶

予
ま
た
は
免
除
を
受
け
な
か
っ
た

が
、
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
事
由
と
同
等
の
事
由
が

あ
っ
た
と
文
部
大
臣
が
認
め
た
者

qa

家
内
労
働
者
に
係
る
最
低
工
賃
額

次
表
の
各
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ

た
金
額

金書Ji

1 kgにつき39円

工総

ダブレ ッ ト

外観 iS 別

成男~品外観選曜日

ホ ーミン グ
j'J11工品外観選別

キャ ンプはめ
'iIt力形 IRW67G I 
H主縦巻線| |巻 線

t底抗総 IRWH40VI端子付け

菌還をJ止も態 |腕絶倒|キャ y プはめ
雷f邸FJf竪|除湿器|外政選別

I 6 P 
ソ ケ y トト一一一一

I 12 P 

10 P 
コネクタート一一一一

44 . P 

コンタク ト入れ

却t絡

% W 

目

ソリ ソト低抗総

ω
試
験
の
科
目

中
学
校
の
国
語

・
社
会

・
数
学

・
理

科

・
外
国
語
の
各
教
科
に
つ
い
て
こ
れ

ら
を
履
修
し
た
程
度
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

川

試
験
の
方
法

試
験
は
筆
記
(
盲
人
の
受
験
者
は
点

字
)
の
方
法
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

同

試
験
の
期
日

昭
和

ω年
日
月
却
日
働

問

願
書
受
付
期
間

昭
和
必
年
9
月
日
日
働
か
ら
叩
月
ロ

日
出
ま
で
(
日
曜
、
祝
日
を
除
く
)の
聞

に
県
の
教
育
委
員
会
で
受
け
付
け
ま
す
。

川

受
験
の
手
続
等

受
験
案
内
お
よ
び
出
願
に
必
要
な
書

類
等
に
つ
い
て
は
、
県
教
委
指
導
課
ま

た
は
魚
津
市
教
委
学
校
教
育
課
へ
早
め

に
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
月
七
、
五

O
O円

去
る

5
月
国
会
で
可
決
さ
れ
た
国
民

年
金
の
改
正
法
は
、
い
よ
い
よ
今
月
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
を
は
じ
め
、
各
福
祉

年
金
の
充
実
と
最
近
の
物
価
上
昇
に
と

も
な
い
、
年
金
額
の
実
質
価
値
を
保
つ

た
め
拠
出
年
金
の
ス
ラ
イ
ド
制
の
実
施

な
ど
に
よ
り
大
幅
に
年
金
額
が
上
り
ま

す
。
改
正
さ
れ
た
年
金
額
は
、
福
祉
年

金
に
つ
い
て
は
印
パ

ー
セ
ン
ト
、
拠
出
年

金
に
つ
い
て
は
日

i
パ
ー
セ
ン
ト
を
現

在
の
年
金
額
に
乗
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

1
9月
末
ま
で
r
-
}

昭
和
お
年
に
身
体
障
害
者
雇
用
促
進

法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
心
身
障
害
者

の
雇
用
促
進
は
、
逐
年
改
善
を
み
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
最
近
に
お
け
る
交

通
事
故
・
産
業
災
害
等
の
発
生
に
よ
り
、

年
ご
と
に
障
害
者
が
増
加
し
、
か
つ
重

度
化
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
就
職
に
つ
い
て
も
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
園
、

県
で
は

9
月
1
日
か
ら
初
日
ま
で
を
心

身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
と
し
、
心
身

に
障
害
の
あ
る
方
た
ち
の
雇
用
を
促
進

改正された主な内容

拠出年金0スライドの実施ー49年 9月1日ー 引上げ率16.1%

年金の種類 | 改 正 後 |実施時期i

齢 i10年年金 |年目，150円(月比512円)
5年年金 |年 111，456円(月 9，288円)

金: 25年年金 |年 278，640円(月23，220円)

障 害 1 級 |年 348，300円(月29，025円)

年金: 2 級|年 278，640円(月23，220円)

母子・準母子・遺児年金 |年 278，640円(月23，220円)

保険料の改定 1，100円(附加分400円)

幼

年

9

月

老

年

す
る
た
め
の
国
民
運
動
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

月
間
中
の
主
な
行
事
は
、
障
害
者
を

積
極
的
に
雇
用
し
た
工
場
、
商
庖
や
優

良
障
害
者
の
表
彰
、
巡
回
職
業
相
談
、

事
業
所
訪
問
に
よ
る
雇
用
の
勧
奨
お
よ

び
、
就
職
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
で
、
採
用

希
望
の
企
業
、
あ
る
い
は
就
職
希
望
の

方
は
魚
津
公
共
職
業
安
定
所
(
魚
津
市

本
町
一
丁
目

4
1辺
、
電
話
M
|
0
3

6
5
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
魚
津
公

共
職
業
安
定
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

4 

50年 l月

9 

月

福祉年金

老齢福祉年金 |年 90，000円(月 7，叩O円)

障害福祉 1 級|年 135，000円(月11，初O円)

年金 : 2 級|年 90，000円(月 7，500円)

母子 ・準母子福祉年金|年 117，600円(月 9，800円)

老齢特別給付金 |年臥000円(月 5，500円)

。母子福祉及び準母子福祉年金の支給対象となる子等の
障害の程度が 1級の者から 2級障害の子等も加算の対
象とされる。

。各福祉年金の本年9月支払いは、本年度に限り、 5ヶ月分 (5.6

7.8.9月分)が支給されますが、来年 1月の支払いは 3ヶ月分

(10.11.12月分)の支給となります。

49 

年



グ
ご
利
用
く
だ
さ
い
グ

『
戸
籍
謄
・
抄
本
な
ど
取
次
所
』

1
9
月

l
日
か
ら
実
施
|

市
外
通
勤
の
方
な
ど
が
便
利
に
な
る
い
高
架
橋
下
)

取
次
所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

2
取
扱
い
種
別

戸
籍
の
噛
抄
本
、
住
民
票
の
写
し
な

ω戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本

ど
を
取
次
所
で
お
取
次
し
、
特
に
市
外

(
除
籍
、
原
戸
籍
を
含
む
)

通
勤
の
方
な
ど
の
便
宜
を
図
る
こ
と
に

ω戸
籍
記
載
事
項
証
明

な
り
ま
し
た
の
で
次
の
方
法
に
よ
り
ご

ω戸
籍
附
票
写
し
(
全
部
・
一
部
)

利
用
く
だ
さ
い
。

ω身
分
証
明

L
取

次

所

ω住
民
票
写
し
(
全
部
・
一
部
)

市
営
駐
車
場
管
理
室
(
市
民
会
館
向

3
取
扱
い
時
間

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

降
に
な
り
ま
す
と
、
支
給
が
申
請
さ
れ

た
月
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
手

続
療
育
手
帳
で
「
A
」
と
判
定
さ
れ
た

方
、
あ
る
い
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
、

二
級
の
方
が
支
給
対
象
者
で
あ
る
場

合
は
、
そ
の
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
く
だ

さ
い
。

特
別
福
祉
手
当

ー
申
請
は
社
会
福
祉
課
で
|

づ

訓

1

お

湖

う

削

9

1

・

報

紙
e
j

広

則

4

特
別
福
祉
手
当
が
、
こ
と
し
の
9
月

か
ら
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
お
り
、
か
つ
身

体
に
重
い
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
に
介
護
を
要
す
る
程
度
の
状

態
(
重
度
心
身
障
害
な
ど
)
に
あ
る
者

を
監
護
し
て
い
る
父
母
(
ま
た
は
養
育

者
)
に
対
し
て
、
新
た
に
『
特
別
福
祉

手
当
』
と
し
て
月
三
千
円
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
手
当
を
受

け
る
人
、
ま
た
は
そ
の
人
の
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
限
度
以
上
あ

る
と
き
に
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
が
r
-該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
9

月
中
に
市
役
所
社
会
福
祉
課
で
手
続
き

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
.し
、
叩
月
以

宅
地
分
譲
案
内

開
発
公
社
が

大
杉
台
・
青
島
住
宅
団
地
で

魚
津
市
開
発
公
社
で
は
、
大
杉
台
住

宅
団
地
の
営
業
用
宅
地
と
、
青
島
住
宅

団
地
の
一
般
住
宅
用
宅
地
を
、
つ
ぎ
に

よ
り
分
譲
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
魚
津
市
役
所
開
発
課
内
開
発
公
社

(
電
話

n局
2
2
0
0
番
内
線
2
8
9

番
)
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
分
譲
す
る
宅
地
お
よ
び
価
格

大
杉
台
営
業
用
宅
地

V
申
し
込
み
受
付
期
間

9
月
5
日
同
i
9
月
ロ
日
附

毎
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
、

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
お
よ
び
日
曜

日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

な
お
申
し
込
み
資
格
な
ど
く
わ
し
い

こ
と
は
、
開
発
公
社
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

青
島

一
般
住
宅
用
宅
地

/'、ー 四
一 一
番区

四 一 号画一 一

EオコL 豆ぺ王= 一一 一= 一一
(面m? 
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附

一
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号
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秋の狂犬病予防注射

マ秋の狂犬病予防注射を次の日

程で行ないます。飼い主の方は

最寄の場所で受けてください。

マ春、登録された方には案内状

が行きます。注射だけ受けてく

ださい 。また今回初めての方は

登録されたうえ注射を受けてく

ださい。

マ犬を保定するため、犬になれ

た人が連れて来てください。

マ晴雨にかかわらず行ないます。

マ犬についてのご相談は当日各

会場に獣医が来ておりますので

気軽にご相談 ください。

マ料金①注射料=340円②注射

済票交付手数料=60円③登録手

数料=300円

マ10月 1日
9 - 9 : 30=西布施連絡所

10-10 : 30=木下新公民館

11-11 : 30=天神公民館

12-13 : 00=片貝連絡所

マ10月2日
9 -10 : 00=加積公民館

10 : 30 -11 : 30 =江幡三次宅江口

13-14 : 00=日カ青島社宅前

14 : 30-16 : 00=経団福祉会館

マ10月 3日
9 -10 : 00=上中島連絡所

10 : 30-11=農協松倉支所前

11: 30-12: 30=北山鉱泉前

マ10月4日
9 -11 : 00=村木小学校

13-15 : 00=大町校校庭内工業

試験場

「
今
月
の
納
，税」

国
民
健
康
保
険
税
第
(
〆
一
期
分

納
期
限
は
9
月
初
日
で
す
。

5 

マ10月5日
9 -10 : 00=農協上野方支所

10 : 30 -11 : 30 =住吉小学校

13-15 : OO~魚津保健所

マ10月 6日
9 -12: 00=魚津市役所前
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読
書
の
す
す
め
的

e
思
索
読
書
の
時
代

・
中
学
生
e

人
生
の
「
第
二
の
誕
生
」
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
か
ら
自
主
独
立
の
人
格
が
育
っ
と

き
で
す
。

も
の
ご
と
を
組
織
だ
て
て
考
え
る
力

や
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
も
の
を
考
え

て
総
合
的
に
判
断
す
る
力
が
、
つ
い
て

く
る
の
が
中
学
生
の
時
代
で
す
。

そ
し
て
こ
う
い
う
力
を
養
っ
て
く
れ

る
の
に
最
も
大
切
な
の
が
読
書
な
の
で

す。
読
書
生
活
の
面
で
も
、
読
書
入
門
期

に
あ
た
る
幼
児
期
と
と
も
に
、
読
書
の

「
第
二
の
誕
生
」
期
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

娯
楽
的
な
読
書
だ
け
で
は
な
く
、
人

生
や
社
会
に
つ
い
て
学
ぶ
読
書
、
思
索

を
練
る
読
書
、
経
験
を
積
み
あ
げ
て
い

く
読
書
、
と
い

っ
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま

な
読
書
活
動
の
分
化
が
ひ
と
通
り
完
成

し
て
き
ま
す
。

少
年
少
女
期
ま
で
と
は
ち
が
っ
て
、

書
物
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
求
め

る
心
が
で
き
て
い
ま
す
し
、

一
応
、
自

分
な
り
に
書
物
に
働
ら
き
か
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
己
の
成
長
を
は
か
っ
て

い
く
、
い
わ
ば
本
格
的
な
読
書
生
活
の

入
門
期
で
も
あ
り
ま
す
。

文
学
作
品
は
、
自
己
の
内
面
を
み
つ

め
、
人
間
へ
の
興
味
の
強
く
輝
き
だ
し

た
こ
の
年
令
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
迎

え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
す
ぐ
れ
た
文

学
作
品
は
、

子
ど
も
た
ち
の

人
生
観
、

世
界
観
を
養
う
の
に
大
き
く
働
ら
き
か

け
て
い
く
で
し
ょ
う
。

彼
等
が
手
に
す
る
の
は
、
児
童
文
学

作
品
か
ら
、
成
人
向
き
の
小
説
ま
で
、

か
な
り
巾
広
い
の
が
特
色
で
す
。
同
世

代
の
姿
を
浮
彫
り
に
し
た
も
の
が
喜
ば

れ
ま
す
。

中
学
2

・
3
年
生
で
は
、
ほ
と
ん
ど

成
人
向
き
の
小
説
で
も
取
組
ん
で
い
く

も
の
で
す
。
刺
戟
的
な
興
味
本
位
の
も

の
は
避
け
、
人
生
や
社
会
の
問
題
と
正

面
か
ら
取
組
ん
だ
作
品
を
与
え
た
い
も

の
で
す
。

さ
ら
に
、
小
説
以
外
の
読
物
も
じ
ゅ

う
ぶ
ん
す
す
め
て
や
る
べ
き
で
す
。

人
生
や
人
間
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
も
、

自
然
や
、
社
会
や
人
間
、
あ
る
い
は
人

聞
の
歴
史
な
ど
を
科
学
的
に
扱
っ
た
書

物
が
必
要
で
す
。

人
間
は
、
人
生
は
、
小
説
だ
け
で
理

解
で
き
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
か
ら
で

す
。読

む
べ
き
と
き
に
読
ま
ず
に
過
ご
す

こ
と
は
、

一
生
の
損
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

学
習
時
間
と
の
か
ね
合
い
を
考
え、

計
画
的
に
読
書
の
時
間
を
生
み
出
せ
る

よ
う
に
、
子
ど
も
と
い

っ
し
ょ
に
考
え

て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

(よ
い
本
の
リ
ス
ト
恥

7
よ
り

)

こ
と
を
1
1
1
1」

し
て
い
ま
す

l
L

図
書
館

の
本
は
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

O
疑
問
の
解
決
に
答
え
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
が
家
庭
や
職
場
に
あ

っ
て、

毎
日
の
生
活
の
中
で
疑
問
に

ぶ
つ
か

っ

た
と
き
、
ど
う
し
て
も
知
り
た
い
こ
と

が
で
き
た
と
き
は
、

図
書
館
に
電
話
一

本
、
は
が
き
一
枚
お
知
ら
せ
く
だ
さ
れ

ば
、
図
書
館
で
は
で
き
る
だ
け
調
べ
て

ご
返
事

い
た
し
ま
す
。

図
書
館
は
み
な
さ
ん
方
の
日
常
生
活

と
切
り
は
な
せ
な
い
便
利
な
利
用
し
や

す
い
と
こ
ろ
で
す
。

新
し
く
は
い
っ
た
本

書

名

著

者

火
種
は
み
ず
か
ら
の
胸
底
に山

崎

朋

子

現

代

へ

の

問

い

佐

藤

全

弘

パ
パ

の

歩

い

た

国

ぐ

に

赤

座

憲

久

お

ん

な

の

現

代

史

加

太

こ

う

じ

シ

ャ

ボ

テ

ン

幻

想

龍

謄

寺

雄

愛
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ

l

ペ

イ

ネ

陶

工

陶

談

光

芸

出

版

編

魚
津
市
立
図
書
館
宮

n
|
0
4
6
2

第

叩

固

魚

津

市

児

童

ク
ラ
ブ
記
念
大
会
終
る

第
第
叩
回
児
童
ク
ラ
ブ
記
念
大
会
は
8

月
4
日
、
晴
天
の
市
中
行
進
に
は
じ
ま

り
、
市
民
会
館
に
お
け
る
式
典
に
は
、

優
良
児
童
ク
ラ
ブ
の
表
彰
や
、
育
成
指

導
者
の
表
彰
な
ど
多
彩
の
行
事
が
行
な

わ
れ
閉
会
し
ま
し
た

昭
和
印
年
歌
会
始
の

お
題
は
「
祭
り
」

昭
和
印
年
歌
会
始
の
お
題
は
、

「祭

り
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
歌
句
の
中

に

「
祭

(
さ
い

)」

と
よ
み
込
ん
で
も

よ
く
、
活
用
形
と
し
て
も
よ
い
。
ま
た

「
杷

(
ま
つ
る

)」
と
い
う
文
字
を
用
い

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
祭
り
の
情
景
が
う
た
い
込
ま

れ
て
い
れ
ば
、
「
祭
り
」
の
文
字
が
な
く

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

。
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人

一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

O
用
紙
は
、
半
紙

(
習
字
用
の
半
紙
が

よ
い

)
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ

さ
い
。

。
あ
て
先

「
則
東
京
都
千
代
田
区
千
代

田

一
番

一
号
宮
内
庁
」
と
し
封
筒
に
「

詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

。
期
間
は
、

9
月
1
日
か
ら
叩
月
日
日

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が

叩
月
日
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま

す
。

4

司
に
ぎ
や
か
に
市
中
パ
レ
ー
ド

M

干

合

合
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1
¥

M
干

/
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、
，
，
f
l
E
¥

H
千

円
刊
年
度
種
と
う
(
第

2
期
)

日

予

防

種

接

リ
マ
該
当
者

l
来
春

4
月
小
学
校
へ
入

門
学
さ
れ
る
未
就
学
児
童
、
昭
和
泊
年

挙

4
月
2
日
i
昭
和
制
年
4
月
1
日
ま

ね
で
の
出
生
者

日
マ
接
種
当
日
会
場
へ
お
出
か
け
の
前

日
に
お
子
さ
ん
の
体
温
を
計
っ
て
き
て

ね
く
だ
さ
い
。
母
子
手
帳
は
お
忘
れ
な

与

く
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

リ
マ
受
付
時
間
各
会
場
共
午
後
1
時
i

M

2
時
マ
会
場
M
H
各
校
下
小
学
校

M
干Hγ
 

M
干

H
ザ

M
干

H
T
 

M
干Hγ
 

M
干

H
ザ

M
干Hγ 

M
干

H
キ

M
干

H
ザ

M
干

H
ザ

M
干

H
ザ

M
干

H
年半HザM干Hγ
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干

H
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H
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M
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H
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11日8 3 0 1月日3 0 1月臼l 0 2月日9 7 2月日9 6 2月日9 5 機微臼

1月1 日0 1 1月日8 0 1月4 日0 3月日9 0 3月日9 0 3月日9 0 撃

古ぬ，lf ・I区各也 吉f主 地区各 村木
2豊幸R 松I倉区也 事施置 校芸}j

ヲピ 江本 町大 下

神

地区 経団 道下
jJlJ 

一
般
住
民
検
診

V

(
午
前
の
部
)

マ
受
付
時
間
各
日
共
午
前
9
時
叩
分

i

H
時
初
分

マ
9
月
口
日

ω
l八
倉
巻
和
夫
宅

マ
9
月
四
日
附

l
住
吉
公
民
館

マ
9
月
四
日
嗣

1
魚
津
公
民
館

マ
9
月
加
日
幽

l
魚
津
公
民
館

マ
日
月
7
日
開

l
横
枕
公
民
館



県
実
業
団
相
撲
選
手
権
大
会

第
日
回
富
山
県
実
業
団
相
撲
選
手
権

(
団
体
戦
)
第
9
回
魚
津
市
長
杯
争
奪

相
撲
大
会
は

8
月
4
日
午
前
9
時
か
ら

魚
津
神
社
相
撲
場
で
、
県
内
の
精
鋭
U

チ
l
ム
が
参
加
し
て
聞
か
れ
、
熱
戦
の

結
果
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
し
た
。

』
司
白
熱
の
優
勝
戦

広報うおづ
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団
体

優
勝
高
田
建
設

・
二
位
不
二
越

富
山

・
三
位
全
黒
部

個
人
優
勝
浦
上
・

二
位
木
本

・
三
位

岩
崎

反
体
馬
術

。
一
般
馬
場
で
大
江
君
が
三
連
勝
。

県
体
馬
術
は
、

8
月
日
日
早
朝
か
ら

市
内
東
尾
崎
の
馬
場
で
行
な
わ
れ
魚
津

市
の
大
江
幹
夫
君
が
一
般
馬
場
で
優
勝

し
三
連
勝
を
か
ぎ
り
ま
し
た
。

成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り

@

一
般
マ
馬
場
馬
術

ω大
江
幹
夫
(
魚

津

)ω
藤
井
(
富
山

)ω
信
濃
(
中
新
川
)

マ
白
馬
中
障
害

ω吉
田
隆
志
(
富
山
)

ω大
江
(
魚
津

)ω
真
野
(
射
水
)

マ
貸
与
馬
中
障
害

ω森
敏
一
(
魚
津
)

ω藤
井
(
富
山

)ω
木
本
(
黒
部
)

-
高
校
マ
馬
場
馬
術

ω土
開
実
雄
(
上

‘
一
般
馬
場
馬
術
で
優
勝
し
た
大
江
君

市

)ω
井
原
(
上
市

)ω
正
水
(
上
市
)

マ
高
校
貸
与
馬
障
害

ω安
田
博
則
(
上

市

)ω
穴
口
(
上
市

)ω
神
田
(
上
市
)

ιー

4v 
d
l
 

マ
二
万
円

1
六
郎
丸
野
村
保
徳
マ
一
万

円

1
文
化
町
寺
崎
大
ニ
マ
一
万
円

1
鉢

小
西
宗
右
ヱ
門
マ
二
万
円

l
本
江
美
谷

乙
吉
マ
二
万
円

l
並
木
町
沢
田
秀
夫
マ

二
万
円

1
本
新
町
朝
野
俊
雄
マ
三
千
円

l
諏
訪
五
区
岡
本
五
郎
兵
衛
マ
一
万
円

l
上
村
木
綬
坂
力
次
郎
マ
二
万
円

l
三

田
三
谷
昭
マ
一
万
円

l
本
町
二
丁
目
河

岸
と
き
え
(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
)

マ
三
万
四
千
五
百
円

1
ぼ
う
ふ
ら
サ
ー

ク
ル
マ
二
万
円

1
魚
津
自
動
車
学
校
代

表
高
木
広
吉
(
以
上
交
通
遺
児
積
立
基

金
へ
)
マ
一
万
四
千
五
百
二
十
九
円

1

魚
津
オ
ー
シ
ャ
ン
会
館
ニ
ュ

l
ハ
ワ
イ

寄

(
敬
称
略
)

マス 11 一役祉六十千円百千津マーマ四一金警箱 11 江百子子井場二上二万雄一(
ツタ本万所セ円六五 11 二八支一千二百千型察よ弥大円プ舞基豊丁道万五(万恵
附ン町円マン 11 円百大十百庖千四千九七マ署り源西 11 ロ保子治目下五千市円ま
魚プ二 11 三タ道 11 三泉九二マ七十九十百五マ)寺富川ポ存ママ有保千円児 11 れ
津三丁尾千 |下経円 寺円十二十七十一九百七マ寺士縁ヲ会二二沢育円 11 童魚、な
支千目崎四マ信田 11 マ 11 六千一 円 六円十九千ー西男大フマ万千武園 11 並ク津い

ム 山 一一庖九有哲百ー用福常三専円二円 11 円 11 八十ハ千忠マ川 一円雄へ末木ラ壮子
百沢夫六千農祉泉千光 11 十 11 北 11 勤円円 百九雄八隆中万千 11 マ)広町プ年供
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意枚グ衣 11 九千二千善万マ楽互魚周年 小小円円愛八 千万百 11 二 11 円清精へ長害
銀 11 リ類匿円円百二寺五一寺銀津金ホ学学 11 11 の十円七円吉丁本 11 吉肉)黒者
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県
立
高
等
技
能
学
校
訓
練
生
募
集

県
立
高
等
技
能
学
校
(
県
立
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
)
で
は
、
昭
和
的
年
叩
月

度
の
訓
練
生
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。一
、
募
集
期
間

昭
和
的
年
9
月
2
日

1
9
月
初
日

ニ
、
募
集
訓
練
課
程

職
業
転
換
訓
練
課
程
(
中
高
年
令

者
コ
!
ス
)
で
、
主
と
し
て
転
職

者
、
離
職
者
、
離
農
者
を
対
象
と

し
て
、
六
カ
月

(
又
は
一

カ
年
)

の
訓
練
に
よ
り
基
礎
的
な
技
能
が

習
得
で
き
る
課
程

三
、
募
集
訓
練
科
目

機
械
・
溶
接
・
自
動
車
整
備
・
板

金

・
配
管

・
電
気
工
事

・
電
気
機

器

・
建
築

・
木
材
工
芸

・
塗
装

・

建
設
機
械
運
転

・
ブ
ロ

ッ
ク
建
築

(
タ
イ
ル
を
含
む
)

・
ミ
シ
ン
縫

製
(
洋
裁
)

・
経
理

・
機
械
製
図

四
、
応
募
手
続

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
、
又

は
県
立
高
等
技
能
学
校
(
県
立
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
)
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

五
、
そ
の
他

付
入
校
者
の
う
ち
、
所
定
の
資

格
に
該
当
す
る
者
に
は
、
失
業

保
険
金
、
又
は
訓
練
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

口
訓
練
修
了
の
際
に
、
就
職
を

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
庁
職

業
訓
練
課
、
又
は
申
込
み
先
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い

「
第
初
回
富
山
県
勤
労
者

美
術
展
」
の
開
催

県
内
勤
労
者
の
製
作
し
た
美
術
作
品

を
一
堂
に
展
示
し
、
広
く
県
民
の
観
覧

に
供
し
、
明
る
く
健
全
な
職
場
情
操
教

育
の
向
上
を
趣
旨
と
し
て
、
次
の
と
お

り
第
お
回
富
山
県
勤
労
者
美
術
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

一
、
展
示
期
間

口
月
3
日
1

5
日

二
、

会

場

県
民
会
館
1
階

三
、
展
示

部

門

(

第

1
部
)
日
本
画
、

(第
2
部
)
洋
画、

(第
3
部
)

書
、
(
第
4
部
)
写
真
、

(第

5
部
)
工
芸
、
彫
塑

四
、
出
品
規
格
川
日
本
画
、
洋
画
一

・
四
五

m
×一

・
一一

一
m

(別

号
程
度
)
以
内
で
額
装
と
す
る
。

ω書
は
、
枠
張
り
又
は
軸
仕
立

と
し
、

一
・
八
二
m
×

0
・
九

O
m
以
内
と
す
る
。

ω写
真
は、

0
・
二
O
m
(
六
ッ
切
程
度
)

以
上
で
、
額
装
又
は
パ
ネ
ル
張

り
と
す
る
。

ω工
芸
、
彫
仰
一は、

重
量
印
旬
以
内
と
す
る
。

五
、
出
品
制
限
出
品
作
品
は
、
概
ね

最
近
製
作
し
た
未
発
表
の
も
の

で

一
人

一
種
目
に
つ
い
て

一
点

と
す
る
。

六
、
出
品
者
の
資
格
県
内
の
事
業
所

(官
公
庁
、
学
校
を
含
む
。
)

及
び
商
庖
な
ど
に
勤
務
す
る
勤

労
者
(
事
業
主
を
除
く
。
)
で、

ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
る
こ
と
。

七
、
出
品
申
込
所
定
の
申
込
書
に
記

入
の
う
え
、

9
月
お
日
か
ら
叩

月
初
日
ま
で
に
、
次
の
い
づ
れ

か
に
申
込
み
を
す
る
こ
と
。

O
富
山
県
労
政
課
(
県
庁
内
)

O
富
山
美
術
連
合
会

(高
岡
市

中
川

一
ノ
一
ノ
十
県
工
業
試

験
場
内
)

八

、

搬

入

日

月

1
日
午
後
1
時
1
日

月
2
日
正
午
ま
で
と
す
る
。

九

、

搬

出

口

月

5
日
午
後

6
時
1
午

後
9
時
ま
で
と
す
る
。

十
、
搬
入
出
場
所
県
民
会
館
1
階

B

展
示
場
と
す
る
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
庁
労
政

課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
郷
土
を
語
る
会
」
の
ご
案
内

ー
魚
津
歴
史
同
好
会
|

魚
津
市
の
歴
史
に
つ
い
て
気
軽
る
に

語
り
合
い
魚
津
に
対
す
る
認
識
を
深
、

め
て
い
こ
う
と
い
う
会
が
発
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

第
一
回
の
会
合
は

9
月
7
日

ω午
後

1
時
却
分
か
ら
市
立
図
書
館
で
聞
か
れ

ま
す
。
当
日
の
テ
ー
マ
は
「
米
騒
動
」

に
つ
い
て
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
会
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ご
入
会
申
込
所
お
よ
び
事
務
局

魚
津
市
立
図
書
館
一
般
室

電
話
幻
局
0
6
4
2
番

ーぬ
a
h
ぺ
.1W

an・巴
副
目

H"

日
付
時
間
午
後
1
時
1

2
時
マ
料
金
一

日

五

O
円

4

成
人
病
相
談

H

十

マ
9
月
日
日
制
9
月
お
日
嗣
各
日
午

件

後

1
時
1

3
時
マ
場
所

1
市
庁
舎
保

川

健
室
(
一
階
正
面
向
右
端
)
マ
検
診
料

M

l
無
料
マ
心
電
図
、
血
圧
測
定
、
健
康

与
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
受
診
希

日
望
の
方
は

一
週
間
前
に
生
活
環
境
課

日
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
宮
②
1

2

日

2
0
0
(
内
線

2
5
7
番
)

日
休
日
診
療
医

秋
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
大
安
日
、

与

マ

9
月
1
日
附

l
福
田
整
形
外
科
医

日
眼
目
な
ど
に
お
祝
い
電
報
が
殺
到
し
叫
院
北
鬼
江
宮
@

1
0
2
8
5

H
ザ

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
結
婚
臼
が
お
わ
か

￥

マ

9
月
8
日
制
H
H
船
崎
医
院
本
町
一

り
の
場
合
は
、

電
報
配
達
日
時
指
定
の

れ
丁
目
宮
②
|
3
9
1
2

方
法
を
利
用
さ
れ
、
早
目
に
お
打
ち
く
与

マ
9
月
日
日
制

1
藤
田
医
院
北
鬼
江

M
干

だ
さ
い
。

与

宮
②
1
0
9
2
0

与

く
わ
し
く
は
辺
|
2
5
0
0
番

(

無

与

マ
9
月
刊
日

ω
l堀
井
医
院
吉
島

料

)

魚

津

電

報

電

話

局

内

宮
@

|
0
1
0
0

i
;
j
i
l
l
i
;
j
i
l
l
j
v

マ9
月

n
日
刊

1
宮
元
医
院
本
江

ペ

1
9
ア
5
年
版

…
M

E

(匂
1
1
3
9
3

県

民

手

帳

予

約

受

け

中

パ

パ

一

二

マ

9

月

幻

日

開

1
森
本
医
院
新
金
屋

一
や

一
丁
目
宮
②
1
1
2
5
3

例
年
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
一
日

マ
9
月

m
日
一m
l宮
本
医
院
新
角
川

1
9
7
5
年
版
「
県
民
手
帳
」
が
装
い
も
…
同
一
丁
目
宮
@
1
0
1
2
2

新
た
に
発
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
?
a

昨
年
は
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
大
変
好
評

)

で
品
切
れ
と
な
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
欣

し
ま
し
た
。
本
年
も
品
切
が
予
想
さ
れ

(
会
守

ま
す
の
で
、
代
A

込
み
く
だ
さ
い
。

例

申

込

み

期

限

勢

市

申
込
み
先

頒
布
価
格

登
記
無
料
相
談

富
山
司
法
書
士
会
で
は
つ
ぎ
に
よ
り

登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
な
い
ま

す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と

き

叩

月

1
日

ω午
前
9
時
初
分
よ

り
午
後
5
時
ま
で

と
こ
ろ
魚
津
市
役
所
第
三
会
議
室

相
談
員

富
山
司
法
書
司
会
魚
津
支
部

員
十
名

お
祝
い
電
報
は
早
目
に
グ
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